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取付説明書�
●このたびは、東洋エクステリア製品をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。�
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＜施主様へ＞�

＜施工の前に＞�
□正しく施工、組付けをしていただくために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。�

□設置場所の確認�

①施工場所に寸法的に正しく納まるか確認してください。�

②主屋の屋根からの雪の落下を直接受けない位置かどうか確認してください。�

③開閉時に扉が公道(道路)等へ飛び出さない位置かどうか確認してください。�

□規格表、梱包明細で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。�

□組立、施工途中では�

①ボルト、ビスは弊社純正品の規定本数を確実に締付け固定してください。�

②取付説明書の順序通り組付けてください。製品の強度等、性能を低下させる場合が発生します。�

③アルミ製品と銅板やラス等の異種金属が接触しないようにしてください。�

□基礎工事について�

①基礎寸法は、取付説明書の通りの寸法としてください。地盤の種類によっては、倒壊の危険性が発生します。�

②基礎コンクリートには､塩分を含む砂､および塩素系のモルタル混和剤を使用しないでください。�

□製品の改造は絶対に行わないでください。�

□施工完了後は�

□施工終了後、各梱包に付属している全ての説明書を施主様にお渡しください。�

②施工中の汚れは取り除き、誤ってつけたキズは、補修塗装をしてください。�

①ボルト、ビス等に緩みがないか確認してください。�

１�

２�

３�

４�

５�

７�

８�

９�

６�□電気配線工事について�

使用前に必ず＜取扱説明書＞をお読みください。�

③ＡＣ100Ｖ配線と小勢力配線が接触しないように電線管による隔離をしてください。�

②門灯は第３種接地工事を行なってください。�

①電線の埋設工事、配線作業に関しては、電気工事店の有資格者に依頼してください。�
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１.梱包明細表�
□機能付門柱(右・左)１�

員 数�名　　　　称�

機能付門柱本体� １�

□中間門柱(右･左)２�

□つづき�２�

前後スペーサー� ６�
上下スペーサー� ５�
隙間隠し板� １�
隙間隠し板取付タッピング φ４×10トラス� ７�
持送り上(右・左) 各１�
オートクローザー用持送り下(右・左) 各１�
持送り取付歯付座金 Ｍ12用� ６�
持送り取付六角ボルト Ｍ12×40 ６�
カメラ付ドアホン子機� １�
カメラ付ドアホン親機� １�
シークレットキー(テンキー) １�
電気錠操作ユニット� １�
キーリーダーシステム制御器� １�
キーリーダーヘッド� １�
２線式アダプターユニット� １�
カメラ付ドアホン子機止水パッキン� １�
シークレットキー(テンキー)止水パッキン� １�
キーリーダーヘッド止水パッキン� １�
キーリーダーヘッド接続ケーブル� １�
キーリーダーシステム配線コネクター� １�
落し棒受け(両開き用) １�
落し棒受け(片開き用) １�
アンカー棒 φ９×150 １�
カメラ付ドアホン子機取付ネジ Ｍ４×20ナベ� ２�
テンキー取付ネジ Ｍ４×20ナベ� ４�
キーリーダーヘッド取付ネジ Ｍ４×20ナベ� ２�
２線式アダプターユニット取付ビス Ｍ４×12サラ� ３�
門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス� ８�
カメラ付ドアホン取扱説明書� １�
電気錠操作ユニット取扱説明書� １�

シークレットキー(テンキー)
カメラ付ドアホン親機�
カメラ付ドアホン子機�
持送り取付六角ボルト Ｍ12×40
持送り取付歯付座金 Ｍ12用�
持送り下(右・左)
持送り上(右・左)
上下スペーサー�
前後スペーサー�
中間門柱本体�

名　　　　称�

１�

１�
１�

６�
６�

５�
各１�
各１�

６�
１�
員 数�

電気錠操作ユニット� １�

門柱上台座�

門灯セット取付ビス φ４×10サラ�

門柱上台座取付タッピング φ４×30サラ�
ＳＷソケット�
門灯セット�

持送り取付六角ボルト Ｍ12×40

□ろく屋根用機能付門柱(右・左)

前後スペーサー�
上下スペーサー�
ろく屋根組付六角ボルト Ｍ10×35
ろく屋根組付バネ座金 Ｍ10用�
接着剤�

ろく屋根用機能付門柱本体�

門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス�
４�

名　　　　称�

隙間隠し板取付タッピング φ４×10トラス�

持送り取付歯付座金 Ｍ12用�
持送り下(右・左)
持送り上(右・左)
落し棒受け(片開き用)

隙間隠し板�
上下スペーサー�
前後スペーサー�
標準門柱本体�

１�

１�
４�

１�
４�

６�

６�

４�
１�

４�
５�

員 数�

１�

８�

７�

６�
各１�

１�
各１�

１�
５�

１�
６�

２線式アダプターユニット取付ビス Ｍ４×12サラ�

キーリーダーシステム取扱説明書�
電気錠操作ユニット取扱説明書�
カメラ付ドアホン取扱説明書�
門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス�

キーリーダーヘッド取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
テンキー取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
カメラ付ドアホン子機取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
アンカー棒 φ９×150
落し棒受け(片開き用)
落し棒受け(両開き用)
キーリーダーシステム配線コネクター�
キーリーダーヘッド接続ケーブル�
２線式アダプター・テンキー接続コード�
キーリーダーヘッド止水パッキン�
シークレットキー(テンキー)止水パッキン�
カメラ付ドアホン子機止水パッキン�
２線式アダプターユニット�
キーリーダーヘッド�

キーリーダーシステム制御器�

名　　　　称�

３�

１�

１�
１�

８�

２�

２�
４�

１�
２�

１�

１�
１�

１�
１�

１�
１�
１�

１�

１�

員 数�

キーリーダーシステム取扱説明書� １�

□標準門柱(右・左)３�

名　　　　称� 員 数�

隙間隠し板� １�
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２�ろく屋根吊輪交換六角ボルト Ｍ12×20

□ろく屋根用中間門柱(右・左)

ろく屋根組付バネ座金 Ｍ10用�

持送り上(右・左)
持送り下(右・左)

門柱上台座�
門柱上台座取付タッピング φ４×40サラ�
門灯セット�
門灯セット取付ビス φ４×10サラ�

キーリーダーシステム取扱説明書�
５�

ろく屋根用中間門柱本体�
前後スペーサー�
上下スペーサー�
ろく屋根組付六角ボルト Ｍ10×35

持送り取付六角ボルト Ｍ12×40

キーリーダーヘッド取付ネジ Ｍ４×20ナベ�

電気錠操作ユニット取扱説明書�
カメラ付ドアホン取扱説明書�
門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス�
２線式アダプターユニット取付ビス Ｍ４×12サラ�

テンキー取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
カメラ付ドアホン子機取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
アンカー棒 φ９×150
ろく屋根吊輪交換平座金 Ｍ12用�

４�

各１�
各１�

１�
４�

４�
１�

名　　　　称�

１�

員 数�

１�
６�

４�
５�

６�

２�

１�
１�
８�
３�

４�
２�
１�
２�

□つづき�

キーリーダーヘッド�

落し棒受け(片開き用)
落し棒受け(両開き用)
キーリーダーシステム配線コネクター�
キーリーダーヘッド接続ケーブル�
キーリーダーヘッド止水パッキン�
シークレットキー(テンキー)止水パッキン�
カメラ付ドアホン子機止水パッキン�
２線式アダプターユニット�

カメラ付ドアホン子機�

キーリーダーシステム制御器�
電気錠操作ユニット�
シークレットキー(テンキー)
カメラ付ドアホン親機�

持送り取付六角ボルト Ｍ12×40
持送り取付歯付座金 Ｍ12用�
オートクローザー用持送り下(右・左)
持送り上(右・左)

４�

名　　　　称� 員 数�

１�

１�
１�
１�
１�
１�
１�
１�
１�

１�

１�
１�
１�
１�

６�
６�
各１�
各１�

２�キーリーダーヘッド取付ネジ Ｍ４×20ナベ�

門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス�

名　　　　称�

門柱上台座取付タッピング φ４×40サラ�
ＳＷソケット�

門灯セット取付ビス φ４×10サラ�

持送り上(右・左)

持送り取付六角ボルト Ｍ12×40
持送り取付歯付座金 Ｍ12用�
オートクローザー用持送り下(右・左)

□ろく屋根用標準門柱(右・左)

門灯セット�

６�

ろく屋根用標準門柱本体�
前後スペーサー�
上下スペーサー�
ろく屋根組付六角ボルト Ｍ10×35
ろく屋根組付バネ座金 Ｍ10用�

８�

４�

員 数�

６�
６�

各１�
各１�

４�

１�
１�

５�
４�
４�

６�
１�

名　　　　称�

２線式アダプター・テンキー接続コード�
キーリーダーヘッド接続ケーブル�
キーリーダーシステム配線コネクター�
落し棒受け(両開き用)
落し棒受け(片開き用)
ろく屋根吊輪交換六角ボルト Ｍ12×20

アンカー棒 φ９×150
カメラ付ドアホン子機取付ネジ Ｍ４×20ナベ�
テンキー取付ネジ Ｍ４×20ナベ�

ろく屋根吊輪交換平座金 Ｍ12用�

カメラ付ドアホン親機�
シークレットキー(テンキー)
電気錠操作ユニット�
キーリーダーシステム制御器�
キーリーダーヘッド�
２線式アダプターユニット�
カメラ付ドアホン子機止水パッキン�
シークレットキー(テンキー)止水パッキン�
キーリーダーヘッド止水パッキン�

□つづき�５�

員 数�

１�

２�

４�
２�

２�
１�

２�
１�

１�
１�

１�

１�
１�

１�
１�

１�
１�
１�
１�

持送り取付歯付座金 Ｍ12用� ６�

隙間隠し板取付タッピング φ４×10トラス�
隙間隠し板�

７�
１�

接着剤�
門柱上台座�

１�
１�

キーリーダーシステム取扱説明書�
電気錠操作ユニット取扱説明書�
カメラ付ドアホン取扱説明書�
門柱裏ブタ取付ビス φ４×10トラス�
２線式アダプターユニット取付ビス Ｍ４×12サラ�

１�

１�
１�

３�
８�

隙間隠し板取付タッピング φ４×10トラス� ７�

カメラ付ドアホン子機� １�
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１.つづき�
□袖扉・掛扉(右・左)(オートクローザー・電気錠掛付)７�

員 数�名　　　　称�

扉本体� １�

□アンカーセット袖扉付柱用�10

スプリングセット棒� ２�
スプリングセットピン� １�
オートクローザー用取付説明書� １�
ＲＦキー(電気錠キー) ３�
通電金具取付ネジ Ｍ４×12サラ� ４�
取付説明書(A157) １�

オートクローザーキャップ(下) １�

扉本体� １�

ろく屋根本体� １�

アンカーボルト Ｗ１／２×300 12

連結材４�

※電気錠操作ユニットを含む梱包明細には、停電時用「予備�
　電源」を同梱しています。�

連結材組付六角ボルト Ｍ８×16

連結材３�
連結材２�
アンカー位置出し板�
アンカーボルト用ナット Ｗ１／２用�
アンカーボルト Ｗ１／２×300

連結材組付六角ボルト Ｍ８×16
連結材４�
連結材３�
連結材２�
連結材１�
アンカー位置出し板�
アンカーボルト用ナット Ｗ１／２用�

名　　　　称�

２�
８�

２�

２�
２�

８�
８�

８�
２�

２�
２�
２�

３�
12

員 数�

□標準扉・受扉(右・左)(電気錠受付)８�

名　　　　称� 員 数�

名　　　　称� 員 数�

□ろく屋根�９�

□アンカーセット両開き柱用�11

名　　　　称� 員 数�

取扱説明書(UA004) １�
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2. 姿図および基本寸法図�

2- 1 両開き仕様�

袖扉付両開き仕様�2 2-

ろく屋根付両開き仕様�2 3-

ろく屋根袖扉付両開き仕様�2 4-

呼称�

15-18
14-18
13-18
12-18
11-18
10-18

記号� 1W 2W A

11-18
12-18
13-18
14-18
15-18

記号�

10-18
呼称� W1 W2 A BB1 2

18
00

10
0

50
0

15
0

26
0

15
0

50
0

26
0

18
00

10
0

20
00

20
00

15
0

50
0

50
0

15
0

26
0

400
600

339

180

285
465

465
285

180

400
600

A+320

W2
A 320320

374400
600

A+320

W1

374

A 320 1005 320320

400
600

26
0

600
400

339

285
1200

285
1200

339

400
600

374

374

B2
W2

A+320

B1
W1

600
400

320 320A

400
600

A+320

320 A 320 1005 320

18
00

10
0

50
0

26
0

15
0

15
0

26
0
50
010
0

18
00

20
0024
60

50
0

20
0

26
0

26
0
20
0

20
00

50
0

24
60

26
0

15
0

26
0

15
0

339

G.L.

G.L.

G.L.

G.L.

2645
2845
3045
3245
3445
3645

4570
4770
4970

3970
4170
4370

2605
2805
3005

2005
2205
2405

3645
3445
3245
3045
2845

4770
4970

4370
4170

4570
2805
3005

2405
2605

2205
26453970 2005

3365
3165

3965
3765
3565

5090
5290

4890
4690
4490

29654290

1325

1325
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3.使用ユニットの名称および組み合わせ�

3 -1 両開き仕様�

右勝手の場合� 左勝手の場合�

3 -2 袖扉付両開き仕様�

右勝手の場合� 左勝手の場合�

使
用
ユ
ニ
ッ
ト
�

組
み
合
わ
せ
�

組
み
合
わ
せ
�

使
用
ユ
ニ
ッ
ト
�

機能付門柱(右)

(電気錠受付)
受扉(左)

標準門柱(左)

掛扉(右)
(オートクローザー･電気錠掛付) (オートクローザー･電気錠掛付)

掛扉(左)

標準門柱(右)

受扉(右)
(電気錠受付)

機能付門柱(左)

標準門柱(左)

標準扉(左) 標準扉(右)

中間門柱(右)

掛扉(右)

標準門柱(右)

(オートクローザー･電気錠掛付) (オートクローザー･電気錠掛付)

標準門柱(右)

掛扉(左)

中間門柱(左)

標準扉(右)標準扉(左)

標準門柱(左)
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3 -3 ろく屋根付両開き仕様�

3 -4 ろく屋根袖扉付両開き仕様�

右勝手の場合� 左勝手の場合�

右勝手の場合� 左勝手の場合�

組
み
合
わ
せ
�

使
用
ユ
ニ
ッ
ト
�

組
み
合
わ
せ
�

使
用
ユ
ニ
ッ
ト
�

(オートクローザー･電気錠掛付)
掛扉(右)ろく屋根用�

標準扉(左) 標準扉(右) ろく屋根用� 標準扉(右)

ろく屋根用�

標準扉(左)

掛扉(左)
(オートクローザー･電気錠掛付)

(オートクローザー･電気錠掛付)
掛扉(右)ろく屋根用� 受扉(左)

(電気錠受付)

ろく屋根用�両開き用ろく屋根�

標準門柱(左)

機能付門柱(右) 機能付門柱(左)
両開き用ろく屋根�ろく屋根用�

掛扉(左)
(オートクローザー･電気錠掛付) 標準門柱(右)

ろく屋根用�
(電気錠受付)
受扉(右)

標準門柱(左) 標準門柱(右)

中間門柱(左)

ろく屋根用標準門柱(右) ろく屋根用標準門柱(左)右袖扉付ろく屋根� 左袖扉付ろく屋根�

ろく屋根用�
中間門柱(右)
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4.配線図�

袖扉付両開き仕様(右勝手)4 1-

両開き仕様�4 2-

AC100V

門灯用配線コード�

門灯用配線コード�

キーリーダーヘッド�

配線コード�

カメラ付ドアホン子機�

テンキー�

電気錠�

配線コード�

通電金具�

ユニット�

AC100V

２芯(別途用意)

キーリーダーシステム配線コネクター�

2芯(別途用意)
テンキー接続コード�

AC100V

門灯用配線コード�

電気錠�

キーリーダーヘッド� カメラ付ドアホン子機�

テンキー�

門灯用配線コード�

テンキー用配線コード�

通電金具�

2線式アダプター�

接続ケーブル�

2芯(別途用意)

親機� 制御器�

屋内�

ユニット�

キーリーダーシステム配線コネクター�

2芯(別途用意)

キーリーダーヘッド�

ドアホン� システム� 操作�
カメラ付� キーリーダー� 電気錠�

ユニット�

カメラ付�
ドアホン�
親機� 制御器�

システム�
キーリーダー�

操作�
電気錠�

2線式アダプター･�

アダプター�

門灯用�

２線式�

屋内�

接続ケーブル�
キーリーダーヘッド�

テンキー用�

AC100V AC100V



5.埋設管位置およびアンカーボルト位置�
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袖扉付き埋設管位置詳細�5 -1

両開き埋設管位置詳細�5 -2

中間門柱(左袖)

＜注 意＞�

＜注 意＞�

中間門柱(右袖) 袖扉吊元門柱� 標準門柱�

両開き機能門柱(左) 両開き機能門柱(右) 標準門柱�

門灯からAC100Vへ�

キーリーダーヘッドから制御器(屋内)へ�
カメラ付ドアホン子機から親機(屋内)へ�
テンキーから電気錠操作ユニット(屋内)へ�

電気錠(通電金具)

門灯からAC100Vへ�

埋設管はＧ.Ｌ.から40㎜以下で立ち上げてください。�

家
　
側�

道
路
側�

●�

90
130 130

300
130
90

130
300
130 130

300300

30
0

64
30 30
64

30
0

30
0

30
0

30

130

家
　
側�

道
路
側�

家
　
側�

道
路
側�

埋設管はＧ.Ｌ.から40㎜以下で立ち上げてください。�●�

30
0

64
30

30
0

90
130 130
300 300

130 130
90

130
300

テンキーから電気錠操作ユニット(屋内)へ�
門灯からAC100Vへ�

アンカーボルト�
(4ヶ所)

家
　
側�

道
路
側�

道
路
側�

家
　
側� 30

64
30
0

門灯からAC100Vへ�

アンカーボルト�
(4ヶ所)

アンカーボルト�
(4ヶ所)

アンカーボルト�
(4ヶ所)

アンカーボルト�
(4ヶ所)

アンカーボルト�
(4ヶ所)

アンカーボルト�
(4ヶ所)

門灯からAC100Vへ� テンキーから通電金具へ�

キーリーダーヘッドから制御器(屋内)へ�
カメラ付ドアホン子機から親機(屋内)へ�



－10－�

7.連結材の取付け�

6.柱の施工�

7 -1 門柱間の寸法図�

連結材の寸法�
連結材1 連結材3 連結材4A寸法�

連結材A寸法表�
W寸法� 連結材2

7 -2 両開きの場合� -7 袖扉の場合�3

柱の納り図およびアンカーボルトの位置�

＜注 意＞�

17-

家　側�道路側�

連結材2 連結材3連結材4

連結材4 連結材3連結材2

アンカーボルト�

連結材1

連結材1

2W＋325(両開きの寸法)
400
300

連結材A寸法�

1325(袖扉の寸法)

30
0

40
0

※図は上から見た場合です。�

φ14
M8タップ�

2125

2525

2725

2925

3125

2325

10+10

15+15

13+13

12+12

14+14

11+11

M8タップ�

φ14

(　　の連結材Ａ寸法表を参照｡)

W1/2用ナット�

M8×16六角ボルト�

連結材2

連結材4

連結材3

連結
材A
寸法
�

112
5

W1/2用ナット�
連結材1

アンカ－ボルトは300㎜間で施工します。�
(アンカー位置出し板を使用しますと、�

30
0

300

アンカーボルト�

アンカーボルト�

アンカー位置出し板�

50
0

15
0

600

配管�

アンカーボルト�
水抜き穴�

門柱には、門灯・インターホンなどの配�●�

ろく屋根付きには水抜き穴があります。�●�

施工の際、水抜き穴をふさがないように�

線がありますので、門柱施工時は前述の�

 簡単に位置出しができます｡)

してください。�

埋設位置に従い、配管も一緒に施工して�
ください。�

W1/2×300

(4ヶ所)

適応サイズのＡ寸法になるように連結材２・�
３・４をそれぞれ連結します。�

１／２用ナットを締め付けます。�
連結材1をアンカーボルトに差し込み、Ｗ�

112
5

100
0

100
0

142
5

φ14

家　側�
家　側�

１�

１�

１�



9.落し棒受けの施工�

8.隙間隠し板の取付け�

－11－�

納り図�

※�

※2

※1

※1

　壁と門柱の隙間を隠す時に使用します。�●�

隙間� 門柱�

壁�

門柱下台座�
35

道
路
側�

家
　
側�

道路側�

家　側�

φ3.5穴(7ヶ所)

隙間隠し板�

※…隙間隠し板をガイドにして穴を�
　　あけて下さい。�

φ4×10トラス�

門柱�

門扉�

壁�

269

門柱�

落し棒受け(片開き用)

門扉�

落し棒受け(両開き用)

落し棒受け(片開き用)

320

260

75
95

320 1005 320

落し棒受け(両開き･片開き用)

アンカー棒φ9×150
※２…アンカー棒を取付けない。�
※１…アンカー棒を取付ける。�

2W＋5

57

65

57

65

隙間隠し板を門柱にφ４×10トラスで取�

隙間隠し板をガイドにし､門柱にφ3.5の�
の穴を７ヶ所あけてください。�

付けてください。�
２�

１�
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10.門扉の取付け�

10-1 オートクローザー付ではない門扉の場合�

オートクローザー付の門扉の場合�2-10

＜注 意＞�

＜注 意＞�

門柱キャップ(後)

持送り上�

M12×40六角ボルト�

M12用歯付座金�

丸パイプ�

持送り下�

門柱�

オートクローザーなしの門扉�

オートクローザーありの門扉�

持送り下�

M12×40六角ボルト�

M12用歯付座金�

持送り上�

門柱キャップ(後)

門柱�

家　側�

道路側�

道路側�

家　側�

M5×16トラス�M5×16トラス�

M5×16トラス� M5×16トラス�

持送り上・下の丸パイプを門扉の受け穴�

持送り下に丸パイプが付いているか確認�●�

持送り上の丸パイプを門扉の穴に差し込�

持送り下に丸パイプが付いていないか確�●�

持送り上・下を門柱にＭ12×40六角ボル�
トでしっかりと固定してください。�

してください。�

に差し込んでください。�

門柱キャップ(後)を取りはずしてください。�

持送り上・下を門柱にＭ12×40六角ボル�
トでしっかりと固定してください。�

認してください。�

んでください。�

 は､門扉を閉めた状態で持送りに取付け�
 ると､より簡単に取付けできます｡)

門柱キャップ(後)を取りはずしてください。�

(オートクローザー付門扉を取付ける場合�

丸パイプ�

丸パイプ�

コーキング�

コーキング�

持送り下をＭ12×40六角ボルトで仮止め�

門柱キャップ合せ部にコーキング処理を�

してください。�

してください。�

持送り下をＭ12×40六角ボルトで仮止め�
してください。�

門柱キャップ合せ部にコーキング処理を�
してください。�

ザーの下部を差し込んでください。�
持送り下の受け穴に門扉オートクロー�

３�

１�

４�

１�

４�

５�

２�

５�

２�

３�

６�



12.門柱裏ブタの取付け�

11.門扉の調整方法�

－13－�
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11-1 間口方向の調整�

内外方向の調整�2-11

上下方向の調整�3-11

＜お願い＞�

六角ボルト�

持送り上�
右�

後�

前�

持送り上�

六角ボルト�

前後スペーサー�

門柱�

上�

持送り下�

六角ボルト�

上下スペーサー�

丸パイプ�

左�

下�

コード類を通す穴�

門柱裏ブタ�

φ4×10トラス�

門灯用コード�

家　側�

道路側�

門柱�

門柱裏ブタは施工完了後(門扉の調整､配�

※�

持送りの六角ボルトをゆるめ、持送りを�
左右に動かしてください。�

カメラ付ドアホン子機，キーリーダーヘ�
ッドおよびシークレットキー(テンキー)

持送り下の六角ボルトをゆるめ、上下ス�
ペーサーを丸パイプと持送り下の間に入�
れてください。�

持送りの六角ボルトをゆるめ、前後スペー�
サーを門柱と持送りの間に入れてください。�

取付けてください。�
線工事終了後）φ４×10トラスで門柱に�

を取付けるとき、コード類は左図の様に�
コード類を通す穴をご利用ください。�

門灯用コード�

カメラ付ドアホン用�
コード通し穴�

テンキー用�
コード通し穴�

キーリーダー用�
コード通し穴�

１�

１�

１�

１�



－14－�

14.ジャバラの取付け�

13.ろく屋根の取付け�

＜注 意＞�

Ａ部詳細図�

後�前�

門柱に門柱上台座を差し込んでください。�

門柱にろく屋根をＭ10×35六角ボルトで�

ろく屋根取付け後、吊輪をＭ12×20六角�

取付けてください。�

さい。�

ろく屋根には家側、道路側の方向があり�

ジャバラさし口がある方が道路側を向い�

ろく屋根をクレーンで吊り上げ門柱の上�

ているか、確認してください。�

ますので取付けには注意してください。�

に乗せてください。�

およびＭ12用平座金に取り替えてくだ�

門柱キャップ(後)を取はずしてください。�

吊輪�

クレーン�

門柱�

※ろく屋根�

M10バネ座金�

門柱上台座�

M10×35六角ボルト�

門柱�

ジャバラさし口�

門柱キャップ(後)

門柱�

SWソケット�

ジャバラさし口�

ジャバラ�

道路側�

道路側�

A部�

家　側�

家　側�

門柱上台座� 接着剤�

SWソケット�

ジャバラ�

ＳＷソケットに接着剤を付けジャバラに�

門柱上台座を上に引き上げると、門柱上�

取付けてください。�

と音がするまで差し込んでください。�

その隙間にジャバラを通してください。�

ジャバラさし口にＳＷソケットを「カチッ」�

台座と門柱の間に隙間ができますので、�

●�

(取付方向に注意)

道路
側�

家側
�

１�

２�

３�

６�

５�

４�

１�

２�

３�



16.施工の確認�

15.門柱上台座の取付け�

－15－�
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扉の建付調整�-16 1

オートクローザーの動作確認�16 2-

門扉を開閉させ、動作に支障がないか確認してください。�

に内外方向および上下方向のズレが発生�

(13頁，11.門扉の調整方法参照)

デットボルト�

(トリガー)

錠掛側�

錠受け穴�

(マグネット)

錠受け�

し、デットボルトが錠受けの穴に納まる�

門扉がオートクローザーにより完全に閉まりきることを確認してください。�

扉が完全に閉まりませんと、電気錠が正常に作動しないことがあります。�

通常、工場出荷段階で両開き門扉はサイズにより調整してありますが、(片開き門扉は、現場にて調整)取付け状態�
により現場で調整を行なってください。�

電気錠は合掌部のすきまが狂ったり、扉�

すると正常に作動しないことがあります�
ので、必ず調整を行なってください。�

合掌部5～8

シリンダーキーまたはサムターンで施錠�

か確認してください。�

家　側�

門柱上台座�
φ4×40サラ�

道路側�

ろく屋根に門柱上台座をφ４×30サラで�

門柱上台座を上に引き上げます。�

取付けます。�

ろく屋根�

●�

●�

１�

２�



－16－�

16.つづき�

オートクローザーの調整方法�-16 3

Ｂ部詳細図�

Ａ部詳細図�

右回転�
左回転�

出荷時のコマ数�門扉サイズ�

(１)開閉速度の調整�

(２)閉じる力の調整�

セット棒は穴に確実に差込んでから巻込�

スプリングセット座の穴にセット棒①を�

巻込み数は表を参考にしてください。�
巻込み終了後は、必ずセットピンをしっ�

閉じる力の調整について�

　両開き門扉は工場出荷時にオートクローザーの調整を行なっています。�
　出荷時の設定巻数は下記表のようにセットしておりますが、取付け状態により現場で調整を行なってくだ�

　片開き門扉(袖扉Ｗ－10)は組付け上の問題により調整せず出荷しております。�
　門扉組付け後、フリーの状態から３コマ巻いてください。�

スプリングセット棒②�

ドライバー�

B部�

道路側�

道路側�

A部�

掛扉(オートクローザー付)

オートクローザーキャップ(下)

家　側�

オートクローザーキャップ(上)

掛扉(オートクローザー付)

家　側�

左回転(速く)

※詳しくは別紙オートクローザー用の取�

掛扉内部の調速ギヤをドライバー等で�

掛扉(オートクローザー付)のオートクロ�

　付説明書を参照ください。�

まわします。�

調速ギヤ�
　�

　�●�

●�

右回転(遅く)

…遅くなります。�
…速くなります。�

ザーキャップ(下)を取りはずします。�

示ラベル矢印方向)に巻込んでください。�

みを行なってください。�

差込み次の穴にセット棒②を差込んでセ�
ット棒①を抜き、セット棒②を同じ方向�
に巻込んでください。�

かり差込んでください。�

掛扉(オートクローザー付)のオートクロー�

スプリングは必ずドアの開く方向(捲込指�

ローザーキャップ(上)を取りはずします。�

Ｗ－10
Ｗ－11

３コマ�
３コマ�

Ｗ－12
Ｗ－13

４コマ�
４コマ�

Ｗ－14
Ｗ－15

５コマ�
５コマ�

　さい。�

●�

●�

スプリングセット棒①�

※詳しくは別紙オートクローザー用の取�
　付説明書を参照ください。�

１�

２�

３�

４�

５�

１�

２�



17.配線�

－17－�
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■｢17.配線｣以降の施工に関しては、電気工事の有資格者に作業を依頼して下さい。�

17-1 配線詳細図(袖扉付き両開き仕様)

門灯�

AC100V

キーリーダーシステム配線コネクター�

門灯用電源線およびPF管 呼び16以下(別途用意)

電気錠操作ユニットA

キーリーダーシステム制御器�

カメラ付ドアホン親機�

電線(2芯)およびPF管 呼び16以下(別途用意)

カメラ付ドアホン子機 

テンキー�

キーリーダーヘッド�

テンキー用配線コード�

2線式アダプターユニット�

(門扉本体に組付済)

キーリーダーヘッド接続ケーブル50000(50ｍ)

PF管 呼び28以上(別途用意)
※キーリーダーヘッド接続ケーブルのコネクターを通すのに内径φ28以上必要です。�

AC100V
AC100V

AC100V AC100VAC100V

通電金具�

2線式アダプタ･テンキー接続コード(埋設管付)

屋　内�
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17.つづき�

両開き仕様�17 2-

門灯�

AC100V

キーリーダーシステム配線コネクター�

門灯用電源線およびPF管 呼び16以下(別途用意)

電気錠操作ユニットA

キーリーダーシステム制御器�

電線(2芯)およびPF管 呼び16以下(別途用意)

テンキー�

キーリーダーヘッド�

テンキー用配線コード�

2線式アダプターユニット�

(門扉本体に組付済)

キーリーダーヘッド接続ケーブル50000(50ｍ)

PF管 呼び28以上(別途用意)
※キーリーダーヘッド接続ケーブルのコネクターを通すのに内径φ28以上必要です。�

AC100V

通電金具�

AC100V AC100V

AC100V

カメラ付ドアホン親機�

カメラ付ドアホン子機�

屋　内�



19.テンキーの取付けおよび配線�

18.カメラドアホンの配線および取付け�

－19－�
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ビス止め位置�

親機～カメラ付ドアホン子機�
配線区間�

使用電線�

＜注 意＞�

＜注 意＞�

＜注 意＞�

テンキーの取付け�119-

＜注 意＞�

＜注 意＞�

インターホン用平行2線式ケーブル�
単芯線 φ0.65～ φ0.8�
�

門柱�

電線(2芯)

PF管 呼び16以下�

コード類を通す穴�

門柱裏ブタ�

親機(屋内)へ�

門柱�

M4×20ナベ(2本)

本体取付ネジ�

カメラ付ドアホン子機�

ベース�

止水パッキン�

■配線可能距離�

配線には必ず平行ケーブルを使用してください。�
(同軸ケーブルは使用できません｡)

M4×20ナベ(4本)
門柱�

止水パッキン�

テンキー本体�

カバー�

テンキー用配線コード�
電気錠操作ユニットへ�
２線式アダプターへ�

100000(100ｍ)以内�

(別途用意)

(別途用意)

●�

門柱に通した電線をカメラ付ドアホン子機に接続し、ベースを�

止水パッキンを必ず取付けてください。�●�

カメラ付ドアホン子機本体をベースに取付けてください。�

カメラ付ドアホン子機の詳しい取付方法、使用方法はカメラ付�
ドアホンに付属の説明書を参照ください。�

●�

止水パッキンを必ず取付けてください。�

●�

●�

テンキーの詳しい取付方法、使用方法はテン�
キーに付属の説明書を参照してください。�

門柱にＭ４×20ナベで固定してください。�

門柱にＭ４×20ナベで固定してください。�

になります。�
AC100V用電源線は接続しないでください。発火、発煙の原因�

テンキーとテンキー用配線コードを接続し、�

カバーをテンキー本体に取付けてください。�

テンキー用配線コード�

１�

２�

２�

１�
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19.つづき�

テンキーの配線�219-

配線区間�
電気錠操作ユニット～テンキー�

使用電線�
0.75㎜ またはφ1.0～�
0.5㎜ またはφ0.8～�

2

2

＜注 意＞�

道路側�

中間門柱�

テンキー用配線コード�

2線式アダプター・テンキー�

2線式アダプターへ�

コード類を通す孔�

門柱裏ブタ�

電気錠操作ユニットへ�

配線図�

門扉通電金具に接続�

2線式アダプターユニット�

2線式アダプター・テンキー�

無極性�

テンキー用�

テンキー(中間門柱に取付け)

圧着スリーブ接続�

電線(2芯)(別途用意)

電気錠操作ユニットA

配線可能距離�

無極性�

(標準門柱に取付け)

接続コード(埋設管付)

配線コード�

接続コード(埋設管付)

門柱に通したテンキー用配線コードを２�

(１)袖扉付きの場合�

線式アダプター・テンキー接続コードと�
電気錠操作ユニットからの配線に門柱内�
で接続してください。�

50000(50ｍ)

(屋内)

(別途用意)
PF管 呼び16以下�

テーピングで絶縁してください。�

使用方法は電気錠操作ユニットAに付属の�
説明書を参照してください。�

●�電気錠操作ユニットの詳しい取付方法、�

接続には圧着スリーブを使用し、その後�●�

AC100V

１�
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電気錠操作ユニット～テンキー�
配線区間�

使用電線�
0.75㎜ またはφ1.0～�
0.5㎜ またはφ0.8～�

2

2

＜注 意＞�

道路側�

(機能付門柱に取付け)
2線式アダプターユニット�

電線(2芯)別途用意�

無極性�

圧着スリーブ接続�

無極性�

配線コード�
テンキー用�

電気錠操作ユニットA
配線図�

配線可能距離�

50000(50ｍ)

門柱に通したテンキー用配線コードを２�

テンキー(機能付門柱に取付け)

門扉通電金具に接続�

コード類を通す孔�

電気錠操作ユニットへ(屋内)

門柱裏ブタ�

2線式アダプター�

テンキー用�

門柱�

(２)両開きの場合�

線式アダプターユニットと電気錠操作ユ�
ニットからの配線に門柱内で接続してく�
ださい。�

配線コード�

ユニット�

門扉通電金具に接続�

PF管 呼び16以下�
(別途用意)

接続には圧着スリーブを使用し、その後�●�

●�

使用方法は電気錠操作ユニットAに付属の�
説明書を参照してください。�

テーピングで絶縁してください。�
電気錠操作ユニットの詳しい取付方法、�

AC100V

１�
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20.キーリーダーヘッドの配線および取付け�

システム系統図�

キーリーダーヘッドと制御器の接続�-20 1

＜注 意＞�

＜注 意＞�

門柱�

キーリーダーヘッド�

PF管 呼び28以上�

コード類を通す孔�

門柱裏ブタ�

キーリーダーシステム�

門柱�

M4×20ナベ�

止水パッキン�

キーリーダーヘッド�

カバー�

電気錠操作ユニットA

キーリーダーシステム�

またはφ2.0

専用ブレーカー�

AC100V

キーリーダーヘッド�

キーリーダーヘッド�

AC100V

背面コネクタ�

キーリーダー�

カバーをキーリーダーヘッドに固定して�

止水パッキンは必ず取付けてください。�●�

●�

●�キーリーダーシステム制御器の電源の配�

ブルのコネクタを、キーリーダーヘッド�

線には必ず専用ブレーカーを取付けてく�

ください。�

ださい。�

の背面コネクタに差込み門柱にＭ４×20
ナベで取付けてください。�

門柱に通したキーリーダーヘッド接続ケー�

キーリーダーシステム(KRS-311）の詳し�
い取付方法、使用方法はキーリーダーシ�
ステムに付属の説明書を参照してください。�

(2本)

(受信ユニット)

接続ケーブル�
50000(50ｍ)

(別途用意) 制御器(屋内)へ� CN1コネクタ�
に差込む�

キーリーダーヘッド�
接続ケーブル50000(50ｍ)

に差込む�

ヘッド�

(別途用意)

(別途用意)

接続ケーブル50000(50m)

制御器�

VVF(銅単心)φ1.6

キーリーダーシステム�
制御器(屋内)

道路側�

キーリーダーヘッド�
接続ケーブル50000(50ｍ)

２� ２�

１�

２�



21.通電金具と2線式アダプターユニットの取付けおよび接続�

20.つづき�
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＜注 意＞�

＜注 意＞�

袖扉付きの場合�

両開きの場合�

制御器と電気錠操作ユニットの接続�-20 2

＜注 意＞�

掛扉�

門柱裏ブタ�

通電金具�

M4×12サラ�

アダプターユニット�

M4×12サラ�

(埋設管付)

テンキーへ�

2線式アダプターユニット�

M4×12サラ�

テンキー用配線コード�

 ります｡)

２線式アダプターユニットをＭ４×12サ�

掛扉(電気錠掛付)から出ているコードを�

門柱裏ブタに通したコードを２線式アダ�

門柱裏ブタに通電金具をＭ４×12サラで�

接続には圧着スリーブを使用し、その後�●�

●�

●�
 キー接続コードは使用しません。)

その後テーピングで絶縁してください。�
電線の接続には圧着スリーブを使用し、�

(両開きの場合、２線式アダプター・テン�

両開きの場合は２線式コネクター(２線�
側)とテンキー用配線コードを接続してく�

線式アダプター・テンキー接続コードを�

テーピングで絶縁してください。�

接続してください。�

２線式アダプターユニット(２線側)と、２�

プターユニット(コネクター側)に接続し�
ます。�

取付けます。�

門柱裏ブタ下部の孔に通します。�

ラビスで固定してください。�

(扉側の通電金具はあらかじめ取付けてあ�

EKコネクタ�

キーリーダーシステム�

電線を接続する場合、ハンダ付処理か圧着ス�

電気錠操作ユニットA

電線(2芯)別途用意�

φ0.9㎜または0.75㎜�

キーリーダーシステム制御器と電気錠操�

制御器側は付属の配線コネクターを使用�●�

作ユニットを電線(２芯)で接続してくだ�

し、ＥＫコネクターに差込んでください。�

さい。(無極性)

(屋内)

150

リーブ処理を行ない、その後テーピングで必�
ず絶縁してください。�

解錠入力�
①�

KI1 COM

配線コネクター�

に差込む�キーリーダーシステム�
制御器(屋内)

(電気錠掛付)

テンキー接続コード�
2線式アダプター・�

2線式�

2φ0.65㎜または0.5㎜�

ださい。(19頁，19.テンキーの取付けお�
よび配線参照)

2

２�

１�

３�

４�

５�

１�
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22.門灯の取付けおよび配線�

ろく屋根付きの場合�122-

＜注 意＞�

白�
黒�

60Hz50Hzコードの色�

茶�

　さい。�

圧着スリーブ�

黒� 茶�

門灯コード�

白� 中間コード�

※例.60Hzの場合�

中間コ－ド�

AC100Vへ�

門柱から出ている中間コードと門灯から�

コードの接続には必ず圧着スリーブを使�●�

門柱に門灯をφ４×10サラで取付けてく�

●�使用しない線は圧着スリーブで止めてく�

門灯配線端子台にAC100V電源線のコー�

○�
○� ○�

○�

ださい。�

ださい。�

用しその後、テーピングで絶縁してくだ�
さい。�

出ている門灯コードを圧着スリーブを使�

ドを左図のように接続してください。�

門柱�
門灯配線端子台�

中間コ－ド�

門灯�

門灯コード�

門灯�

支柱カバー(B)

φ4×10サラ�

家　側�

道路側�

家　側�

道路側�

※電源周波数を確認の上、接続してくだ�

源周波数を確認してください｡)
用して接続してください。(使用される電�

圧着スリーブ�

●�必ずアース工事(第三種接地工事)を行な�
ってください。�

アース線�
緑�

２�

１�

２�



23.使用方法び接続(落し錠，スライド式タッチパネル，オートクローザー)

22.つづき�

－25－�

白�
茶�

コードの色�
黒�

60Hz50Hz

23-1 落し錠の操作�

スライド式タッチパネルの操作�2-23

ろく屋根なしの場合�22 2-

＜注 意＞�

黒�

茶�

AC100V

白�

※例.60Hzの場合�

門灯�

AC100Vへ�

門柱�

門灯コード�

○�○�
○�

　さい。�

○�
家　側�

道路側�

キャップ�

落し棒�

ロックグリップ�

グリップ�

落し棒台座�

ロックグリップ�

落し棒受け�

落し棒台座(A)
家　側�

道路側�

ロックグリップ�

しまる�

ゆるむ�

道路
側�

家　
側�

※キー差し込み口�

扉�

タッチパネル�

ロックグリップを左図のようにしまる方�
向にまわすと、落し棒は固定されます。�

　キー差し込み口、タッチパネルのスラ�

門扉道路側のタッチパネルを上下にスラ�

●�

●�コードの接続には必ず圧着スリーブを使�

使用しない線は圧着スリーブで止めてく�

線を圧着スリーブを使用して接続してく�

ださい。�

用しその後、テーピングで絶縁してくだ�
さい。�

電源線�

コード�

※電源周波数を確認の上、接続してくだ�

柱内の門灯コード(３芯)とAC100V電源�

てください｡)
ださい。(使用される電源周波数を確認し�

圧着スリーブ�

落し棒�
グリップをつかみ上下にスライドさせて�
使用します。�

通常キー差し込み口はタッチパネルの中�
に隠れています。�

イドし、キーを差し込み錠の開閉をします。�

　イド機構は付加されています。�

※電気錠掛けが付いている門扉のみに�

アース線�
緑�

ってください。�
必ずアース工事(第三種接地工事)を行な�●�

１�

２�

１�

１�
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24.キーリーダーシステム制御器の機能設定方法�

23.つづき�

24-1 キーリーダーシステム制御器の各部の名称とはたらき�

＜注 意＞�

オートクローザー付門扉の操作�323-

モード設定スイッチ�
・モードの設定(初期設定)を行ないます。�

RFキーアドレス設定スイッチ�
・登録、運用、確認、抹消等のアドレス設定を行ないます。�

RFキー抹消スイッチ�
・登録されているRFキーを抹消する場合に使用します。�

RFキー登録スイッチ�
・RFキーを登録する場合に使用します。�
　(RFキーは最大8種類まで登録できます｡)

開閉途中で、自動的に停止することはで�

最大開範囲� 家
　
側
�

道
路
側
� オートクローザー付門扉の場合、門扉は�

長時間開けておく場合は、落し棒を下げ�

120°以上に門扉はムリに開けないでくだ�●�

●�

●�

門柱�

門扉�

オートクローズ機能作動範囲�

0°�

120°�

きません。�

さい。故障の原因となります。�

て、門扉を固定してください。�

０°～120°の間で手を離すと､自動的に�
閉まります。�

ON

モード�
1 2 3 4

アドレス�

抹　消�

登　録�

0

１�



24.つづき�
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＜注 意＞�

＜注 意＞�

システムの設定�224-

(２)ＲＦキーの登録�

キーリーダーヘッド�

RFキー�

登録スイッチを押します。�

ＲＦキーをキーリーダーヘッドに近づけ、受信させます。�

が１秒鳴動し、ＲＦキーにＩＤコードが登録されます。�
続けて他のＲＦキーを登録したい場合は　・　・　の作業を�

「アドレス」を０に設定してください。�

登録スイッチを押してください。�

すでに登録しているアドレスを選択している場合、受信時に�

ＲＦキーのＩＤコードはそれぞれ異なりますので、１本づつ�

ＲＦキー受信待ち状態に設定後、１分以内(「緑色のランプ」�

「アドレス」を選択します。「アドレス」は１～８を選択し�

アドレス設定ＯＫの場合、キーリーダーヘッドの「緑のラン�

てください。�

プ」が点滅し、登録するＲＦキーの受信待ち状態になります。�

ブザーと「赤色のランプ」が４回鳴動・点滅しますので他の�

別々のアドレスに登録してください。�

が点滅中)に受信させてください。登録できなかった場合は、�

●�

●�

●�

アドレスを選択してください。�

　・　を再度行なってください。�

(左図参照)
受信・登録完了でキーリーダーヘッドおよび制御器のブザー�

繰り返してください。�アドレス�

アドレス�

登　録�

登　録�

1

0

「登録」スイッチを押します。ブザーが鳴動し設定終了です。�

(１)制御器の初期設定�

ON

モード�

抹　消�

アドレス�

3

登　録�

1 2 4

ON状態�

OFF状態�

登　録�

抹　消�

モード�

アドレス�

1 32 4

OFF

ON

ON

「モード設定」スイッチの№４をＯＦＦに設定してください。�

「モード設定」スイッチの№１、№２、№３をＯＮに設定し�

アドレススイッチを０にします。�

このまま運用できます。�

てください。�

前面パネルの登録部のフタを開けます。�

電源(専用ブレーカー)を入れてください。�

設定終了後は、モードスイッチは変更しないでください。�●�

0

0

１�

２�

３�

４�

５�

２� ３�

１� ２� ３�

５�

４�

２�

３�

１�
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24.つづき�

＜注 意＞�

キーリーダーヘッドの「緑のランプ」が点滅し、ＲＦキーの�

(例)アドレス「５」の場合、ブザーが５回鳴動しランプが５�

(５)ＲＦキーの登録アドレスの確認�

アドレスを「９」に設定します。�

登録スイッチを押します。�

抹　消�

アドレス�

9

ことができます。�

本器には、登録されているＲＦキーのアドレスを確認する機能があります。ＲＦキーの紛失などで、登録�
抹消するアドレスが不明のとき、残りのＲＦキーのアドレスを確認し、紛失したキーのアドレスを判断する�

ＲＦキーをキーリーダーヘッドに近づけると、そのキーの登�
録されているアドレスの番号の回数分だけブザーと「橙のラ�
ンプ」が鳴動・点滅しますのでアドレスがわかります。登録�
されていないＲＦキーの場合、「ピッピッ」と早い間隔で２�
回ブザーが鳴動し「赤ランプ」が点滅しエラー表示します。�

受信状態になります。�

　　回点滅します。�

抹消の項を参照しながら下記の要領でＲＦキーの再登録を行なってください。�

秒鳴動します。�

消が完了します。�

アドレスは１～８を設定します。�

てのＲＦキーを揃えてください。�
登録にはＲＦキーが必要ですので、　では新たに登録する全�

抹消したいＲＦキーが登録してあるアドレスを設定します�

抹消スイッチを押します。抹消完了で制御器のブザーが約２�

続けて他のＲＦキーを抹消したい場合は　・　を繰り返して�

登録スイッチを押してください。制御器のブザーが鳴動し抹�

(例)「アドレス」を設定します。�
　　 (アドレス２の登録を抹消する場合)

「アドレス」を０に設定してください。�

全てのアドレス(１～８)のＲＦキー登録を抹消してください。�

登録スイッチを押してください。�
「アドレス」を０に設定してください。�
必要なＲＦキーを全て登録してください。�

ＲＦキーの紛失や、シリンダーごとの交換による再登録、または登録をやり直したい場合はＲＦキーの登録・�

(３)ＲＦキーの抹消�

(４)ＲＦキーの再登録�

アドレス�

抹　消�

2

ください。�

●�

１�

２�

４�

３�

１�

２�

４�

３�

２�

１�

１�

２�１�
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ＲＦキー照合エラー�
ＲＦキー照合ＯＫ�

＜注 意＞�

＜注 意＞�

状態� ランプ・ブザー表示�

ＲＦキーの追加注文・交換用シリンダーの注文のご依頼は�

ＲＦキーと合わせて８本までしか追加できません。�

ＲＦキーの注文数�

(６)動作確認�

(７)ＲＦキーの追加・シリンダーごとの交換注文�

PA12345

●�

ことを確認してください。�

(図の番号は例)
RFキー番号刻印�

ＲＦキーをキーシリンダーヘッドに近づけてランプとブザーで照合ＯＫの表示が出力され、電気錠が解錠する�

●�

橙ランプが点灯しブザーが約１秒鳴ります�
赤ランプが２回点滅しブザーが２回なります�

制御器に登録可能なＲＦキーの本数は８本です。お手持ちの�

(追加・交換の費用は有償になります｡)

追加の場合、ＲＦキーに刻印してある番号�

キーリーダーシステムによる施錠はできません。�

注文の際は下記内容をご連絡ください。�
東洋エクステリア㈱各支店・営業所まで連絡をお願いします。�

読み取り距離30以内�

覧ください。�

をご覧ください。�

キーシリンダーシステムの詳しい使用方法については、キーシリンダーシステム(KRS-311)の取扱説明書をご�

また、電気錠操作ユニット・テンキーおよびカメラ付ドアホンの使用方法については、それぞれの取扱説明書�

１�

２�
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8
7

6
5

4
3

2
1

2
2
2
無�
無�
2秒�
30秒�
無�

1
1
1
有�
有�
0秒�
無�
有�

電気錠アドレス�
開戸出力�
警戒モード�
自動施錠設定（2回路）�
自動施錠設定（1回路）�
閉戸後施錠タイマー�
解錠後施錠タイマー�
報知・警報音�

N
O

8
7

6
5

4
3

2
1

2
2
2
無�
無�
2秒�
30秒�
無�

1
1
1
有�
有�
0秒�
無�
有�

電気錠アドレス�
開戸出力�
警戒モード�
自動施錠設定（2回路）�
自動施錠設定（1回路）�
閉戸後施錠タイマー�
解錠後施錠タイマー�
報知・警報音�

N
O

6
5

4
3

2
1

有�
1＋2回路�

専用�

未使用（変更不可）�
無　マスターキー登録�
無　HA端子解錠禁止�
1回路　HA端子1出力�
標準　HA端子出力�　　（玄関番連動）�
未使用（変更不可）�

N
O

25.閉戸後施錠タイマーの設定�

図25-2　カバー外側�

図25-3　カバー内側�

図25-4　出荷時設定�

＜注 意＞�

＜ポイント＞�

＜ポイント＞�

カバー内側のスイッチ3番を左側（2秒）に�
設定してください。�

出荷時のスイッチ設定は、4番および5番は�
左に、それ以外は右に設定されています。�

●�

カバー固定ネジはネジカバーを開けたとこ�
ろにあります。�

●�

ネジカバーは上下にあります。�●�

電気錠操作ユニットのカバーをベースに取�
付けてください。カバー固定ネジを締め付�
け、ネジカバーを閉めてください。�

必ず｢閉戸後施錠タイマー｣は、｢2秒｣に設定�
してください。�
オートクローザーが周囲環境温度により、�
開閉速度に影響を受ける為、0秒の設定だと、�
門扉が閉まる際にバウンドして自動施錠さ�
れないおそれがあります。�

●�

電気錠操作ユニットの詳しい設定方法は付�
属の取説を参照してください。�

●�

電気錠操作ユニットのネジカバーを開けて、�
カバー固定ネジをゆるめてカバーを開けて�
ください。�

１�

２�

３�

ベース�
カバー固定ネジ（上）� ネジカバー（上）�

カバー�

ネジカバー（下）�

カバー固定ネジ�

ネジカバー�

下側に�
押す�

図25-1
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26.電球の交換�

ろく屋根付きの場合�

ろく屋根なしの場合�

＜注 意＞�
水抜き穴を必ず下にして取付けてください。�

電球色蛍光灯9W

M4ローレットネジ�

門灯カバー�

電球色蛍光灯9W

M4ローレットネジ�

門灯カバー�

下から見た図�

水抜き穴�

●�

●�

(FDL9EX-L)

(FDL9EX-L)

Ｍ４ローレットネジを外し、門灯カバーを外してください。�
電球を照明器具側に押し付け半時計回りに回転させ外してください。�
新しい電球を照明器具側に押し付け時計回りに回転させ取付けてください。�
門灯カバーを取付け、Ｍ４ローレットネジで固定してください。�

ろく屋根なしの場合はＭ４ローレットネジは上下から取付けます。(下図参照)

１�

２�

３�

４�



取説コード�

A157
AZE812429E�
96-03A�

200810D＿1001

門灯�

キーリーダーシステム制御器�
電　　　　　　源�

電　　　　　　源�

消�費�電�力�
Ｒ�Ｆ�キ�ー�読�取�距�離�
Ｒ�Ｆ�キ�ー�登�録�数�
使�用�周�囲�温�度�

使�用�電�球�

施工終了後、取付説明書は施主様にお渡し下さい。�

合は水にぬらした柔らかいぞうきんで拭き取って下さい。�

施主様へ�工事店様へ�

御使用いただきましてありがとうございました。�

仕上げ後、本体についているモルタルを完全に拭き取って下さい。�

みだりに改造、変更はしないで下さい。�

硬化後拭き取りますと表面を痛めますのでご注意下さい。�

月に一度程度のお手入れで美しさが長く保てます。汚れの軽い場�

また汚れのひどい場合はうすめた中性洗剤で拭き取ったのち洗剤�

が残らないように拭き取って下さい。�

●�

●�

●�

●�

●�

０℃～40℃(屋内)

７Ｗ以下�
約30mm
最大８種類�

FDL9EX-L(電球色蛍光灯９Ｗ)

AC100Ｖ　50/60Hz

AC100Ｖ　50/60Hz

－32－�

27.仕様�


	＜施工の前に＞
	＜施主様へ＞
	１.梱包明細書
	2.姿図および基本寸法図
	3.使用ユニットの名称および組み合わせ
	4.配線図
	5.埋設管位置およびアンカーボルト位置
	6.柱の施工
	7.連結材の取付け
	8.隙間隠し板の取付け
	9.落し棒受けの施工
	10.門扉の取付け
	11.門扉の調整方法
	12.門柱裏ブタの取付け
	13.ろく屋根の取付け
	14.ジャバラの取付け
	15.門柱上台座の取付け
	16.施工の確認
	17.配線
	18.カメラドアホンの配線および取付け
	19.テンキーの取付けおよび配線
	20.キーリーダーヘッドの配線および取付け
	21.通電金具と2 線式アダプターユニットの取付けおよび接続
	22.門灯の取付けおよび配線
	23.使用方法び接続(落し錠，スライド式タッチパネル，オートクローザー)
	24.キーリーダーシステム制御器の機能設定方法
	25.閉戸後施錠タイマーの設定
	26.電球の交換
	27.仕様

